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eme といって もかなり費用がかかるわけで, 実施の
面ではほとんどやっていないのであるが,一番やり易




木村 :日本 の 金で 1億-10億P上 面精は 1,000-





いて も重要 である｡ これ らの 点については いかがで
すか｡

















行なわれている｡ しか し構造物は非常に簡単で flat
gateなどが見 られる｡乾季の作物などに対 しては二日苦
差利用によるかんがい水の利用は行なわれていない｡
金子 :乾季に土壌が乾燥 して水の欲 しい時に,干満
差を利用する取水は可能か｡




















































































































本岡 :Pattani計画は竃発とタイの NEA との関
係か,それとも政府対政府か｡














































としては,Lam Paoと NamKam とでは計算法が
異なるので直接の比較はできない｡3･ パイロット･
ファームは一つの Projectの中で設定し, しかもそ
れを計画作成当事者が遅喜す る.そして,そのデ-タ
を計画作成に利用するのかよいと考える｡
菅原 :benefiLCostratio葦打出⊂ついては現在多
くの計算方式があるが,それぞれ異なった方式で算出
して比較しても無意味であろうO-定の方式によるこ
とが必要で,最近国運で検討の結果,2っの見方があ
るとされている｡その1つは農家のstandardfarm
経営の立場から経済評価し,もう1っは国家経済の宜
場から評価するものである｡projectevaluationには
これら2っからpriorityを検討しなければならない｡
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